
 

新年度が始まり、３ヶ月が経とうとしています。今年度も年６回、「自立活動だより」を発行

します。このお便りを使って、「①自分で読む。（特に中高生）②授業で先生と一緒に勉強する。

③家族と一緒に読む。」など活用してほしいと思います。幼稚部や小学部低学年・中学年のみな

さんは、先生やお家の人と一緒に読んで、きこえや補聴機器、ことばについて知っていること

を増やしていきましょう。 

さらに、今年度は先生のコラムを載せます。考えるきっかけにしていきましょう。 

 

 

 

 時間割に「自立活動」の時間がありますね。さて、今回は自立活動について考えていきまし

ょう。 

 

 

Ａ１ 生活で悩んだり困ったりしたことをきっかけに、困ったことを減らしたり、自ら改善し

ていく力や方法を身に付けたりするために勉強します。 

 

 

 

Ａ２ 「自立」とは、みなさん自身の力で主体的に自分の力を発揮し、よりよく生きていこう

という意味です。「主体的」というのは、「自分から」と似ています。自立活動の勉強で

は、みなさんが自分から自分で取り組むことを大切にしています。 

 

 

 

Ａ３ 自分のきこえ方や補聴機器のこと、ことばのことなど多くのことを学びます。一人ひと

りに応じて必要なことに取り組みます。 

 

 

 

Ａ４ 自立活動の勉強は、学校に登校してから下校するまで学校生活の中、全ての場面で行い

ます。担任の先生や自立活動を担当する先生だけではなく、他学部の先生との会話や国

語や算数・数学といった各教科等の全てが自立活動の勉強につながります。話の聴き方

や分からなかったことの確かめ方、気持ちの伝え方など、学校全体で学習していきます。 
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業者による補聴器点検日は、７月２０日（金）です。 

暑くなってきますので、汗をかいたときはこまめに手入れをしましょう。 

Ｑ２ 自立活動の「自立」って、どんな意味ですか？ 

Ｑ１ 自立活動は、何のためにするのでしょうか？ 

 

Ｑ３ どんな勉強をするのでしょうか？ 

 

 

Ｑ４ 自立活動の勉強は、授業のときだけですか？ 

 

 


